
自分たちが生活する地区の困りごと（福祉課題）やニーズを主体的に捉え、地域ぐるみで

問題の解決に向けて住民同士が自発的に取り組む活動組織です。

言い換えれば、様々な住民関係者が集まった、 のようなも

のです。

（１）高齢者、障害者、地区住民等が参加するふれあい活動（サロン活動）

（２）高齢者、障害者、子育て等を地域で支援する活動

（３）共同募金及び歳末たすけあい運動の協力

（４）地域社会へのボランティア活動

（５）介護教室等地域福祉推進のための研修活動

（６）社会福祉施設等及び地域での訪問、交流活動

（７）その他、地域福祉推進に関する活動

具体的な活動例

・福祉委員と民生児童委員の連携による見守り活動 ・友愛訪問

・要援護者マップ、防災マップづくり ・情報交換会

・手作り弁当の配布 ・ミニデイサービス

・ゴミだし

・行事のチラシ配布 ・広報誌（地区社協だより）の発行

・スポーツ交流（グラウンドゴルフ 等）

・文化伝承（昔遊び・七夕まつり・お飾りづくり・どんど 等）

・健康づくり（料理教室・健康体操教室）

・地域交流（敬老会への協力・運動会・ふれあいまつり 等）

・幼稚園・学校との交流

・住民座談会 ・役員の勉強会

・各種教室（手芸・絵手紙教室 等）

多くの人々は、高齢になっても、また、心身に障害を持ったとしても、住み慣れた地域で

家族や友人に支えられ、生きがいをもって暮らしていきたいと願っています。

これまで生活してきた親しみのある生活の場で、誰もが安心して暮らしていくことができ

る地域社会をつくっていくためには、公的な福祉サービスはもちろんのこと、地域の中での

住民同士の『助けあい、支えあい』が必要となってきます。

地区社協活動は、地域住民が主役となり、福祉の視点を持った地域づくりを進めるなかで

『地域の福祉力』を高め、 を目指すものです。



現在、日生地域の地区社協では、おもに町内会長、民生・児童委員、福祉委員を中心に活

動されている地区社協がほとんどです。他市の地域でみると、そのほかにも愛育・栄養委員、

ボランティアグループ、婦人会、子ども会、老人クラブ、その他関係機関・団体など様々な

個人、団体等で構成されているようです。

地区社協の組織は、これでなくてはならないというものはなく、地域の実情により、最も

運営がしやすい組織であることが大切です。

・各種教室（手芸・絵手紙教室 等）

地区社協は、その地域に住む住民が中心となって、地域の福祉課題の解決や住み良いまち

づくりの実現にむけて活動する組織です。「うちの地区は自治会が十分機能しているからい

らない」「自治会の活動も地区社協分会の活動も変わらないのでは？」と思われるかもしれ

ません。実際、その区域の住民の方々を対象に住みやすい住民自治を行っていくので目的は

変わりません。しかし、自治会活動は、行政からの依頼に基づく、活動・イベントなど役員

の皆さんは非常に多忙な中で、福祉活動に特化することは困難です。そこで、自治会組織と

は別の、地域を構成するさまざま団体や個人と連携をとれるよう地区社協を設置し、地域福

祉の向上を一体となって進めていくことが望ましいと考えられます。

市社協と地区社協は上下の関係ではなく、地区社協は市社協を構成する団体の一つとして

考えられています。この福祉サービスは地区社協、この福祉サービスは市社協という明確な

線引きはありません。市社協は地区社協の地域福祉活動の推進を支援するために、必要な経

費の交付・情報提供・活動・連絡を行い、その地域の方々とともにまちづくりを進めていき

ます。

また、市社協の構成団体として市社協の運営（理事・評議員・各委員会等として）にもご

協力いただきます。

福祉のことも大切だ

けど…他にも色んな

行事があるからなぁ

地区の福祉のことは、地区社協

のみんなと協力しよう！

地区社協の財源は、地区によっては歳末たすけあい募金の地区助成金もありますが、市社

協による助成金がほとんどです。市社協による助成金は、予算の配分内で交付金の交付要綱

に沿って、決められています。

市社協の財源は、公費補助、皆さまからの会費、共同募金配分金、寄付金や事業収入です。


